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木 材研究 ･資料 第19号 (1984)
表 2.1981年から1985年の間の高木林における年平均森林破壊の面積
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表 3.1980年末の造林地総面積と1981-85年間の人工造林の年平均予定面積
(1.000Ila)
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<応 用 分 野>
<学問的基盤>
巨遺 伝 学
∃細 胞 学 仁 一
? ?
? ?〜? ?








; 医 薬 ･化 学 分 野
LJ ･安全なワクチンの生産
上化学プラントの省エネ化 など














細 胞 融 合


















































** :IC とは integratedcircuit(集積回路)のこと｡
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お わ り に
筆をおくにあたり内容があまりにも抽象的で,かつ知識の紹介に終っていることに自ら不満を感 じてい
る｡このような問題を論ずることの難しさを知った｡しかし,最後に木材産業の将来像を巨視的視点に立っ
て考えてみたい｡
木材産業が知識集約的産業に転換し,システム化するにはどうすればよいか｡例を住宅産業との関連で考
ような単なる製材品ではなく,も一つと加工度の高い部材を開発して,住宅産業のシステムに入ることであ
る｡全般的にこのような変革をうながすならば,販売業者主導型の木材業界の流通機構の近代化が期待でき
る｡さらに木材資源の問題も重要で,現在縁の消滅が急速に起りつ あゝるとは言うが,ただちに木材資源が
なくなるわけでもないから,今日から資源確保の対策を建てねばならない｡わが国では国産材の利用をもっ
と真剣に考えねばならない｡いづ丸にしろ,これからの木材産業は加工度の高い,高度利用に向って官民学
一体となって研究するべき時期ンこあることを強調しておく｡
--46-
